
熟語
じゅくご

の構造
こうぞう

（本の説明 p.462）

漢字は一字で使われることより、熟語
じゅくご

として使われることの方が多いです。漢字の熟語

は成り立ちによっていくつかのグループに分けることができます。その例を下にあげます。

＜構造
こうぞう

＞ ＜例＞

１．重
かさ

ねる 人々
ひとびと

・国々
くにぐに

２．反対 ①（両方の意味） 大小
だいしょう

・往復
おうふく

②（一方の意味） 多少
たしょう

（少ないの意）・異同
い ど う

（異
こと

なるの意）

３．同類
どうるい

①（～と、～たり） 父母
ふ ぼ

・飲食
いんしょく

②（共通の意味） 巨大
きょだい

・永久
えいきゅう

４．主語
し ゅ ご

⇔述語
じゅつご

①（主→述） 地震
じ し ん

（地が震
ふる

える）・雷鳴
らいめい

（ 雷
かみなり

が鳴
な

る）

②（述←主） 有利
ゆ う り

（利が有る）・多言
た げ ん

（言葉が多い）

５．修 飾
しゅうしょく

⇒被
ひ

修 飾
しゅうしょく

①（体言
たいげん

） 外国（外の国）・善人
ぜんにん

（善
よ

い人
ひと

）

②（用言
ようげん

） 林立
りんりつ

（林のように立つ）・先導
せんどう

（先
さき

に導
みちび

く）

６．述語
じゅつご

⇔目的
もくてき

・対象
たいしょう

①（述→目） 入学
にゅうがく

（学校に入
はい

る）・読書
どくしょ

（書物
しょもつ

を読む）

②（目→述） 心配（心を配
くば

る）・草食
そうしょく

（草
くさ

を食べる）

７．「て」でつながる 餓死
が し

（餓
う

えて死
し

ぬ）・迎撃
げいげき

（迎
むか

えて撃
う

つ）

８．否定
ひ て い

（不・非・無・未～） 不安
ふ あ ん

・非常
ひじょう

・無数
む す う

・未完
み か ん

９．受身
う け み

「被」・体言化「所」 被害
ひ が い

（害
がい

を受ける）・所得
しょとく

（得
え

たもの）

10．状態
じょうたい

（～然・如・的・性・化） 偶然
ぐうぜん

・突如
とつじょ

・公的
こうてき

・酸性
さんせい

・緑化
りょくか

11．その他 省 略
しょうりゃく

国連
こくれん

（国際
こくさい

連合
れんごう

）・原爆
げんばく

（原子
げ ん し

爆弾
ばくだん

）

故事
こ じ

など 矛盾
むじゅん

・推敲
すいこう

・蛇足
だ そ く
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名前（ ）

『漢字２２００』から１～11 の構造の熟語を探してみましょう。

１ 重ねる

２ 反対

３ 同類

４ 主語⇔述語

５ 修飾⇒被修飾

６ 述語⇔目的・対象

７ 「て」でつながる

８ 否定

９ 被・所

10 状態

11 その他


